
平成２６年度 社会福祉法人根ッ子の会 長坂保育園 事業報告書 

 法人 

   理事会 H26 年 5月 17 日    H25 年度事業報告、H25 年度決算報告、第 1 次補正予算等 

H26 年 10 月 18 日  職員処遇改善臨時特例手当、第 2次補正予算等 

H27 年 １月 31日   第 3 次補正予算等 

H27 年 3 月 28 日   第 4 次補正予算、27 年度事業計画、27 年度当初予算等 

   監査会 H26 年 5 月 17 日   H25 年度事業報告・決算報告作成他 

保育園 

１ 行事等 

   ４月  ５日 入園進級式            ９月１０日 絵本キャラバン隊来園 

５月１６日 八食パワーズ杯（優勝）       １０月 ４日 ライオンズ杯サッカ－大会（優勝） 

   ５月３１日 親子バス遠足（岩手子どもの森） １０月６～９日 グッジョブ根城中２年生 

   ６月２８日 幼児サッカ－大会（第３位）    １０月２２日 年長・年中バス遠足（子どもの森） 

   ７月１２日 ふれあい夏祭り         １２月 ６日 クリスマス発表会 

   ７月２６日 夕涼み会            １２月２６日 もちつき会 

   ８月 ３日 三社大祭参加             ３月１４日 第３７回卒園式 

   ９月  ６日 運動会               ３月２４日 お別れ会 

   

 総合避難訓練 5月 21 日 10 月 21 日（近田会計さんと合同訓練）（ほか毎月１回避難訓練） 

   園児健診（小児科） 5 月 14 日・23 日   11 月 5日 

       （歯 科） 5 月 16 日     11 月 7 日 

   自由保育参観 6月 9 日 6 月 11 日  6 月 13 日 6 月 14 日   キノコ汁会 10 月 14 日 

クラス懇談会 10月 25 日 11 月 8 日 11 月 15 日 1 月 10 日  1 月 24 日 2 月 14 日   

   保育参加 2月 7日、   豆まき 2 月 3 日  えんぶり鑑賞会  2 月 19 日（新組） 

     誕生会は毎月１回行う   指導監査(書面) 9 月 

   （地域交流）ニチイケア交流会  5 月 28 日  6 月 25 日（来園） 12 月 17 日 

                 根城地区住民防災訓練参加 11 月 8 日 

（幼保小連携）江南小運動会参加 5 月 24 日    根城小・長坂職員交流会  11 月 11 日 

       江南小・長坂職員交流会 8月 20 日     江南小給食試食会 12 月 19 日 

       江南小学習発表会・根城小音楽会見学 

 

２ 保育の実施状況（月別入所児童数）（定員 100 名） 

 

 4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

乳児   ３  ７  ７ ７  ９ ９ １１ １３ １３ １３ １３ １３ １１８

１・２歳 ４３ ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ ５０ ５９３

3歳児 ２８ ２８ ２８ ２８ ２８ ２８ ２８ ２８ ２８ ２８ ２７ ２８ ３３５

４以上 ４１ ４２ ４２ ４２ ４２ ４２ ４２ ４２ ４２ ４２ ４２ ４２ ５０３

計 １１５ １２７ １２７ １２７ １２９ １２９ １３１ １３３ １３３ １３３ １３２ １３３ １５４９

（園児数）乳児 155 人  1,2 歳児 621 人  3 歳児 182 人  4 歳以上児 594 人  合計 1,５４９人 

4 月は定員の 15％、5月より 25％（＋予約）超過入所実施。  （月途中入所 ３人） 



 

３ 特別保育の実施状況      

   延長保育事業実施（7：00～19：00）   延べ利用回数 2,266 回 延べ利用実人数 423 人 

   一時預かり事業実施（延べ 2,050 人  内４時間未満実人数 501 人利用） 

   中程度障がい児保育事業 1 人 

   地域子育て支援拠点事業（ふれあい広場） 

ねっこリトル（1 歳未満対象）    毎週火曜日開催 41 回  501 人 

ねっこジュニア（1歳以上対象）   毎週木曜日開催 44 回 1,470 人 

合計 85 回開催 子ども 1,050 人、大人 921 人（合計 1,971 人参加）  

園庭開放利用 235 人  ねっこルーム利用 320 人（合計 555 人）  

育児相談 19 件 

     総延べ参加人数 合計 ２，５４５人 

   

４ 職員 （3月 31 日現在） 

   園長 1 名  副園長１名  主任保育士 1 名  保育士２０（ﾊﾟｰﾄ４）名  調理員２（ﾊﾟｰﾄ１）名 

   看護師２名（パート 1 名）   合計 ２７ 名    「年度内 採用３名、退職４名、育休 1名（2 月復

職）、産休 1 名」 

 

５ 管理運営 

    １年単位の変形労働制により１週 40時間労働を実施 

   園舎内装等微調整工事・園庭門柱タイル補修工事（３月） 

 

 

６ 研修 

   県外研修 12 名（子ども子育て支援新制度研修会、サマースクール、保育環境セミナー等） 

 （研修内容）保育実技研修  １５人   乳児・障害児研修 ２人   新制度研修     ２９人 

       救命救急法研修   ３人  環境セミナー     ２人   食育・給食研修  １０人 

       保健関係研修    １人   保育研究      ７人    教育保育要領研修  ３人 

       幼保小連携研修    人  危機管理研修    ２人  人事労務管理研修    １人 

       教養研修     １人   地域子育て支援    1 人      初任者主任研修    ２人 

          

                  延べ ７９名参加 

 

７ 給食 

   食育年間計画に沿って食育目標を設定し、行事、クッキング保育など行う。食育活動としておにぎり作

り、クッキー作り、ジャム作り、野菜切りなどを行なう。今年度は、クラス懇談会に保護者対象の給食試

食会を実施。給食はセミバイキング方式で行い、「楽しい食事」（テーブルクロス、花瓶、音楽等）になる

よう環境設定した。園での食育活動（3栄養素の学習等）も体験してもらった。子ども達は、調理員が主

導する「味見し隊」の活動も実施（配膳の手伝い、食育クイズの出題等）。毎月各家庭に配布する「献立

表」も給食懇談会等で改善を加えた。年度途中で調理員が退職し、8 月以降はパートで対応したが大きな

混乱はなかった。 

 



 

８ 保育テーマについて 

   「世界の友達を知ろう」というテーマを設定し、ブラジルで行われたサッカーのワールドカップを題材

に世界の国々を調べた。毎月行われた誕生会には、イギリス、ロシア、アメリカなどの名物や伝統行事、

言葉などを披露した。世界は広く、まだまだ未消化の部分があり、27 年度も継続することにした。 

 
９ 苦情解決 
   正式な苦情はなし。 
    １２月の発表会後に「保育園に関するアンケート」調査を行う。結果は保育懇談会で報告・説明をし、

各家庭にも配布した。多種多様な意見をどのように保育に活かしていくか職員間で検討をした。 
     卒園のしおりについて個人情報に関わる部分は載せないでほしいと言う意見があった。来年度は年

長児のクラス懇談会で相談し対応を決めたい。 
 
１０ 自己評価・自己点検 
    厚生労働省からの「保育所における自己評価ガイドライン」と「第三者評価基準」を参考に職員全員

の自己点検を行い、６７評価項目の保育園の自己評価を行なった。また、各自の自己チェック、各クラ

スの確認もした。その他保育園の長所、短所を確認しあった。園全体の評価として 
     １ 保護者に対し笑顔であいさつや対応が出来ている。 
     ２ 希望する研修に参加できた。 
     ３ 思いやりエピソードなど、子ども達の良いところを伝え合っている。などが挙げられた。 
    ２７年度の課題として  

１ 定時にみんなで帰られるようにする。 
２ 気になる子やアレルギー児の個別のケースワークが必要。 
３ 新制度について共通理解を持つ。教育的分野の進め方を研究する。 

   などがあげられた。 
 
１１ その他 

   根城中学校２年生グッジョブウイーク（職場体験学習）（10 月 6～9 日 ３名） 
   八戸学院短期大学生保育実習２名（7 月 28 日～8 月 7 日、1 月 19 日～1 月 29 日） 
   鎌倉女子大学短期大学生保育実習 1 名（8 月 18 日～8 月 29 日） 
   新園舎見学（青森県保育連合会西北五支部から約 20 名 10 月 20 日等） 
     青森県観光連盟より北海道新幹線開通記念イベント（3 月 16 日 いくべえ、いかずきん来園） 
   給食試食会は、各クラス懇談会時に行なう。（昨年度のアンケート結果をもとに変更）好評価だった。 
   ２６年度は「こども・子育て支援新制度」の研修や説明会に多数参加し、理解を深めた。 

 
保育園の行事、日々の保育の様子は「かわら版」として作成し、園内に掲示。また、ホームページにも 

   掲載し、情報公開に努めた。 


